
•�「１００万回生きたねこ」は私も子供の頃に読ん
でそのときは、確かによくわかりませんでした。
でも小学５年生になってひさしぶりにしっかりと
読んでみたらやっと意味が少しわかるようになっ
ていました。
•�私も小さい頃お母さんにいろいろな絵本を読んで
ほしいと頼みそれをお母さんとお姉ちゃんと私の
３人で読み笑ったり泣いたりいろいろなことを
知っていって今絵本の１番の魅力は「子供に生き
ていく中で必要な感情などのことをいちばんちか
くで知れることが１番の魅力だと思いました。

相澤奏杏 1/1



　感想

　やっぱり私は保護者の方たちの感想を聞いて表
紙の絵が目立つほどいいと思いました。
　保護者の方のこんな一文がありました。「なん
といってもデザインの素晴らしさ」私も同じこと
を感じました。
　だから、ポップやポスターも派手で目立つよう
なものにしたいと思いました。
　はらぺこあおむしでも「絵の細かい描写がとて
も気に入って」とありました。やっぱり思ってい
ることはみんな同じ！
　

天下谷陽咲 1/1



私は、保護者さん達の「はじめてのおつか
い」の感想をみて、思い出が多い本なんだと
思いました。
「息子、娘がこの本を読んだあとお使いに行
きたいと言い出した」とかいていたり、「自
分に思い出がある」都会いている人がほぼほ
ぼでした。この本は、お母さん世代から私達
世代まで繋いでくれているので、そこを強調
したいと思います。
やはりお家の方目線と、小さい子目線の２つ
のポスターを作ったほうがいいとおもいま
す。

有本想菜 1/1



読んだ感想は、大人たちは絵本の思い
出での思い出はやっぱり子供との思い
出で附天小で卒業生の人が昔、学芸会
でかいじゅうたちのいるところのげき
をやった思い出があったり、はじめて
のおつかいで初めてのおつかいをする
という思い出があった人もいて人生初
のいい経験になったりして人生にも嬉
しさなどがわかるのが本かなと思いま
した

稲田壮佑 1/1



「ぐりとぐら」
•�産まれている時代が違っても、子供の頃に読
んでいれば、同じことを思える。

→「ぐり　ぐら　ぐり　ぐら」のリズム感がとて
　も気持ちよい。
•�小さい頃に読んでいたら、今のわたしより、
想像豊か

→自分もとても大きいカステラを作りたい
•�小さい頃に読んだものなのに、おとなになっ
ても覚えているくらい、小さい頃の時の
「やってみたい」と言う気持ちが強かったの
かなと思いました。

→そう思わせる工夫がされてある。
井上菜々美 1/1



•�100万回生きた猫は、赤ちゃんのときじゃなくて、ちょっ
と成長したときとか、何なら大人になってから初めて読
んだという人もいるぐらいで、先生もいっていた通り、
やっぱりむずかしいという人もいました。
•�難しいけれども、感動や誰かをすきになるというのを、
初めて知ることができる
•�popをみて、大人出とったという人もいるから、大人から
子供だけでなく大人だけでもターゲットにも入る
•�107冊以上発行されているという50年以上愛され続けこん
なに発行されてきたなんてすごいなーとおもいました。
•�確かに難しいけど、小さいときに見せて感動していたと
いうのもあるから難しいけれども、まだわかりやすい。

〈自分の感想〉
•�僕も少し前はじめてよんで、かんどうしました。僕も何
個か好きな絵本があるけれど、その中にこの本が入りま
した。

入口大晴 1/1



読んだ感想
すてきな三にんぐみの大人の感想は、疑
問をもたせることができることができ、そ
の疑問で興味を持たせることができる。
「本当はいい人だったねー」と心に残っ
ていると言っていたので、確かに三人組は
最後に子どもたちにいいことをしたなと
思いました。
それにこの物語に引き込まれるようにと
書いていたことでたしかにこのお話に引
き込まれるなと思いました。

上地結隆 1/1



　どのお母さんも、自分が子供の時の
ことや、今の時代の子供わ絵本につい
てもかいてくれていたのでよかったで
す。　　　　　　　　
どのようなことかというと、今の子供
だったらこうだけど昔の自分だったら
こうと書いてくれていたのですごくわ
かりやすかったです。
だから他の今はやている本だったらど
う思うかも聞きたいです。

梅田健矢 1/1



感想
はらぺこあおむしだとやっぱり、絵に関する
印象が多かったです。絵の塗かたがとても上
手なんだろうなと改めて思いました。そして
寝ない子だれだでは、この本を読むと寝てく
れるし持ち運びに便利というのもあって人気
だなと思いました。あと納得したのはおおき
なかぶでは「うんとこしょ、どっこいしょ」
のとき、声のトーンを変えていたということ
です。私の
お父さんも声のトーンを変えていたのを思い
出しました。

大久保衣梨 1/1



すてきな３にんぐみは、背景が特徴機で
色や影からは「悪」というイメージが持た
れるけど本当の３人には「優」が有り、な
んの意味もなく周りの人に攻撃までして集
めたお宝をを身寄りのないこども達に
使ってお城を立て皆を幸せにするので教育
にも心の育ちにもつながると思いました。
読んでみると、最初は怖い！と思うかもし
れないけど読み終わる頃には心も成長して
優しさの芽が映えるのではないかと思いま
した。

亀井詩 1/1



ぼくは、このアンケートをみてそれぞれの絵本の掛け声
や、主人公の気持ちや考えが表れている言葉が印象に残っ
ているんだなと思いました。例えば、ぐりとぐらだと「ぐ
り、ぐら、ぐり、ぐら」の掛け声があってそこから楽しそ
うにしているということが読みとれる掛け声で、他にも掛
け声ではなくても100万回生きたねこだと文章から「幸せ
や喜びを知るとともに悲しみを知る」ということをかいて
いて、読めば読むほどほんとうの意味がわかってくるとい
うことがわかります。他にも、子供に読んであげたあと何
度も「読んで、読んで。」と言われたということを書いて
いる人も多くてポップやポスターには印象に残る場面や印
象に残る言葉を入れたほうがいいなと思いました。

小峰瑛介 1/1



感想
私はぐりとぐらの感想を読んでみて感じたことは、
子供の頃はみんな絵に興味をもっていると思いまし
た。だから、ポップ作りなどでも絵本の絵の方をメ
インにしてすればいいかなと思いました。その中で
も、やっぱりかすてらをメインにしたらいいのかな
とも思いました。他にも、絵本は意外と読んで終わ
りと思っていたけど、次へ次へと受け継がれていか
れるのかなと思いました。だから、心に残るような
ポップを作ればいいと思いました。世界に入れるん
じゃないかという気持ちをみんなやっぱり持ってい
ると思いました。実際私も、世界に入れるんじゃな
いかなと思ったこともありました。結局は子供はみ
んな絵や世界観に惹かれるのかなと思いました。

迫葉月 1/1



感想
　私達がまだ見つけていないメッセージも込めら
れていることがわかりました。100万回生きたね
この本を読むと、目をキラキラかがやせて、本を
読んだというエピソードがあり、そんなにも１０
０万回生きたねこを読んでほしいという感情がわ
かりました。だから、100万回生きたねこの本に
は読む人にしっかりとつたえたいとおもいまし
た。そして、１００万回いきたねこの本を読む
と、その登場人物の１００万回いきたねこの気持
ちを読み取れることができ、気持ちを考える事が
できるという素晴らしいこともできることがわか
りました。

清水綺音 1/1



　「100万回生きた猫」の意味というのは、愛す
るというのだと考えている人が多いことがわかり
ました。そして、精一杯生きることが意味だと考
えている方もいました。大人でも手にとってくれ
るひとに感激です。難しいからこそ良いというの
もある事がわかりました。でも、猫の気持ちも考
えることができる事がわかりました。子どもでも
どんどん読んでいくうちに意味がわかってくるの
かもしれないと思いました。わたしは、お母さん
が書いていたように、100万回生きた猫の本を私
が産まれる前におばあちゃんが買ってくれたそう
です。おばあちゃんがなにかの意味があって買っ
てくれたのかもしれません。

鈴木琴 1/1



感想
私は「すてきな三にんぐみ」担当なので「すてきな三にんぐ
み」の感想を読みました。特に心のなかに残ったのは３ページ
目の方の話です。「物を持つことよりも人と一緒にいることに
価値を見出していく」という部分に納得しました。私がこの本
を読んだときは悪いことをした人たちが良いことをしてこうい
うことをみんなもしてみよう的な軽い気持ちで解釈していまし
たがこの人の文章をみて確かに人はこれが欲しいとか短時間で
感じた気持ちとか欲望とかで動いてるけどそういうことじゃな
くて今一番大切（一緒にいたい）だと思う人といっしょにいた
ほうが自分的にも良いんだよと言うことをこの本は伝えたいん
じゃないかなと思いました。（書いてくださった人の思ってい
ることとはちょっと違うかもしれないけど）そして「すてきな
三にんぐみ」という本はなにか過ちを犯してしまったかもしれ
ないが、それを認め改心することが大事ということを伝えた
かったんじゃないかなと思いました。

棚橋乃の花 1/1



感想
　私が保護者の方の、絵本を読んでみて感じたこと
は、授業でやったように、お母さん・お父さんが買
うことが多いということです。「はじめてのおつか
い」では、子供がお使いに行きたがったということ
を書いている保護者の方がいらっしゃいましたが、
私もお母さんに「はじめてのおつかい」を読んでも
らって、私もお使いに行きたいとお母さんにせがん
でいました。私は幼稚園のとき、「ぐりとぐら」が
１番お気に入りの絵本で、お母さんに何度も、「読
んで～」とせがんでいました。私は、お母さん・お
父さん・その本を読んでもらう子供・おじいちゃ
ん・おばあちゃん、全員をひきつけるようなポッ
プ・ポスターを作りたいです。

団文香 1/1



感想

僕は保護者の方のエピソードで「黒
や影は冷たくて、怖い、悪いものと
表現されやすい中、黒や影のイメー
ジが一変する絵本です。」というこ
とで保護者にも好まれているんだな
と思いました。なので本を売るにも
大人の方が気になるような戦略がいい
と思いました

張詩弦 1/1



お母さんたちは僕達は小さかった
からあんまり覚えていなかったか
ら知らないところでそんなに読ん
でくれていたとゆうことにびっく
りしました。
毒たちは絵本などで勇気をもらっ
ていたとゆうことにおどろきまし
た。　　

内藤雄士 1/1



ぐりとぐらは子供でも大人でも読める特別な
絵本の１つなので、気がむいたときにすぐに
読めてしかも大人も絵本の中に見入ってしま
うような絵本の絵の良さやかわいさを持って
いるのでこの良い特徴をポスターに入れると
とても良く仕上げることができるのではない
のかなと思いました。またぐりとぐらの歌の
リズム感をポスターに詰め込んで大人の思い
と子供の思いを伝えることができたらこのア
ンケートに答えてくれた大人の人たちへの感
謝にもなるのではないかと思いました。

中島知希 1/1



保護者の方たちはこの色、絵などに加えて
昔の思い出を思い出してくれて喋ってくれ
て面白かったし、何度も読み聞かせしてく
れて親子関係も築けるし子供が集中した
り、興味がたくさん湧き出て、子供の好奇
心の原動力になり、美しいとおもいまし
た。そして、子供にも読みやすいというこ
とをモチーフにしているのもいいと思うけ
ど、100万回生きた猫のように感動系の作
品もたくさんあり、あらゆる分野でかたっ
てくださったのでヒントにしていけます。

仁木悠登 1/1



　[感想]

　保護者の人たちが小さいときの思い出
をたくさん読んでいるうちに、色々な
「絵本」の役割が分かってきました。絵
本は、読んで楽しむだけのものだとお
もっていたけれど、今考えれば絵本はよ
んで思い出を作って後世に伝えて、残して
いくものだという事が今回の授業、保護
者の人たちの思い出話をよんで感じて、
思ったことです。

西野颯真 1/1



『保護者の方のエピソードを読んだ感想』

　子供と大人でそれぞれ感じることは別ですが、子供の頃（私達が幼稚園や小
学1年生の頃）感じたことと今読んで感じたことを比較してポップやポスターを
書いていったらいいんじゃなかな、と思いました。
　また、大人の方は小さな子でもわかる、でも大切にして小さな子とお母さ
ん、お父さんにとって思い出のある本がいいんじゃないかなと思ったので、一生
の絵本のような感じでキャッチコピーを書いたらいいんじゃないかなと思いま
した。
　はらぺこあおむしで「色」がきれいだという感想がたくさんあったので、ポッ
プやポスターに書くときはその絵本のテーマカラーを元に文字をどんどん乗せ
ていったらいいんじゃないかな、と思いました。
　100万回生きた猫ではずっと読める絵本なので大人のエピソードもあるし、子
供との思い出に強く関係しているんじゃないかなと思いました。それに、大人に
なってから読んで、それでも感動できる絵本なんだから、そのようなこともポッ
プやポスターにかけばいいんじゃないかなと思いました。（舞台化されている
なんてすごい！そのこともポップやポスターに書いたらいいんじゃないかな？）
　おしいれのぼうけんでは、小さな頃におしいれに入って落書きなどをして遊ん
だエピソードなどがたくさんあったので、実際に遊べる絵本として紹介してみた
ら面白いんじゃないかな、と思いました。

西村理央 1/1



感想１００万回生きた猫
　１００万回生きた猫で中身の詰まった
人生をすごすしてほしいという願いとい
うものがあった。確かに猫は有意義な人
生を過ごすことの大事さ伝えるのと複雑
な感情を理解してほしいという願いも
あったのかもしれない登場人物推定１０
０万人超と数百年過ごしたとしても中身
の詰まった人生のほうが長いことがよく
わかった

福井伊織 1/1



結構おしいれのぼうけんと百万回生きた猫は感想
で大人になっても楽しめたということは結構意味
が深くて子供のときに読んでみたときに思った感
想とおとなになってからの解釈がちがうというこ
とだからpopのときにも買うのは大人だから大人
が懐かしくなるようなpopの作りにして買っても
らえればその人の子供が読んで、またその子が大
人になったときに懐かしくなって買うといういい
循環が生まれるらそういうものをかけばいいとお
もいました。また、大人になったときはいろいろ
な解釈ができるところの意味の深さがいいとお
待ったからそこを狙い目にしてお客さんに買って
もらえればいいなと思いました。

藤原志有 1/1



「かいじゅうたちのいるところ」の保護者の方の感想を
読んで、たしかに、今まで忘れていた保育園時代のこと
を絵本によって思い出せることもあるということが気付
かされました。また、何回も何回も繰り返し読むことに
よって何回読んだかのかわからなくなる用になり、今で
もそれだけは覚えているという人もいました。子守唄に
して歌ったりしてアレンジしてみてもいいなと思いまし
た。お店で本を宣伝するときも、読み聞かせコーナーな
んかも作っていいかなと思いました。また子育てなどし
ていて、こんな本を読んであげたいという人にプレゼン
トする用のカテゴリー分けなので、「子育てをしている
君へ」とか、「子供が絵本を読みたいといった君へ」と
か、（あとの方は文章がおかしいけれど）そういった子
育て系のかてごりーをつくってもいいのかなとおもいま
した。

前川太志 1/1



大人から人気のものもあり、絵本は聞
く人だけ楽しめると思っていたけど、
読んでいる人もワクワクするとしり、
子供に読んで子供への影響力があるも
のや、子供のときに読んでもらって印
象が強いものや、人のことについて学
べる絵本だったりと「絵本」という身
近なものでいろいろな事ができると思
い、自分が大人になったらほんを読ん
であげようと思いました。

前之園逢生 1/1



[かいじゅうたちのいるところ］
私が大人たち（保護者の人たち）の感想を
読んで思ったことは、大人と絵本の出会い
というのを大切にして何回も読んだ人もい
てやっぱり大人たちの印象にも残っている
ということが、絵本の語り継がれていって
いる理由なのかなと私的に思いました。
私は保育園の年中のときに「かいじゅうた
ちのいるところ」の怪獣の役をやったの
で、劇をやった頃の自分を思い出すことが
できました。

かいじゅうたちのいるところは、私が附天小に来
て初めてやった劇の題目です。今でもなつかしい
かいじゅうたちの鳴き声が頭の中に蘇ります。こ
れを劇にしようと思ったのは、最後の「やさしい
だれかさんのところに帰りたくなった」と「まだ
ほかほかとあたたかった」がとても印象に残った
からです。どんなに悪いことをしても許してくれ
る母のやさしさを子どもたちに感じてほしい。ど
んなに楽しくて辛い冒険をしても、やっぱり帰り
たくなるお母さんのところ、すごく心に残ってい
ます。この劇でつかった「かいじゅうのバラー
ド」と「かいじゅうのマーチ」（米津玄師）は今
でも口ずさむくらい大好きな曲です。

松生詩織 1/1



親が、子供の時にした事を今の
子共にしていて、私が、担当している百万回
生きたねこは、まだわからない子供におじい
ちゃん、おばあちゃんからくれた絵本で、小
さい子供にはまだ意味はわからないけれど、
何か伝えたかった事があるということがわか
りました。
保護者の方のエピソードの中ですごく心に
残った言葉があって、一度きりの人生精一杯
生きてほしいという言葉です。このことばに
もたくさんの思い出が詰まっているんだなと
思いました

村上 結香 1/1



感想
　僕が保護者の方のエピソードを見て思ったこと
は、さっき
大久保先生が言っていたようにお母さん・お父さん
（保護者）の方あ何回も息子に読み聞かせました、
と書いてあったのでお母さん・お父さんの気を引く
何か具体的にはキャチコピーがいるので何かしらお
母さんお父さん絵本を買うということは、何かを伝
えたいということなので絵本の伝えたいことをポッ
プに書けばよいと思いました。「はじめてのおつか
い」だと、保護者の方は、絵本を読んで実際に息子
が「ママ僕も牛乳買いたい」や「一人で買えるか
な」など絵本をもとに実際にやっていることが絵本
の良いところだと思いました

元林洋康 1/1



感想
私は、１００万回生きた猫を読んだ大人の感想を読ん
で「猫は自分以外の誰かを愛する事を知り、初め
て生きる事の喜びと大切さを知る。そして、幸せ
や喜びを知ると同時に悲しみを知る。」と書いて
くれた人と意見で、初めて黒猫が白猫を愛するよ
うになり、
「私は、愛する人を探していたんだ」と、いうこ
とに気づき初めていろいろな感情を出せるように
なった黒猫、この人の最後の感想「喜びを知ると
同時に悲しみをしる」というところが１００万回
生きた猫の本の深さを知ることができました

森本紗奈 1/1



『ぐりとぐら』　
　私は、保護者の方々からのエピソードを見てこの絵本の最
大の魅力は、大きくてふっくらとしたカステラだということ
を大人目線の視点からわかりました。この本を読んでカステ
ラを作ってみたりして体験していることもわかりました。
　また、他にも私が何回読んでもわからないようなことがで書
かれていたりして新しい見方も生まれました。例えば、『ぐ
りとぐらの住んでいる世界が小さいときも楽しく見れて読みや
すい』という世界観に関するエピソードがありました。
　中でも私がお気に入りのエピソードは、『ぐりとぐらが動
物だけどおしゃべりできる不思議な生き物で後ろの背景の絵
があるだけで不思議な世界がわかりやすく自然に想像でき
た』というエピソードです。私もぐりとぐらの住んでいる森に
入って森の動物たちと楽しく料理を食べてみたいなと思いまし
た！このコメントもキャッチコピーや後ろの絵や背景に活か
したいです。

山田茅璃 1/1



「感想」
　やっぱりカステラは大人の人が子供の頃に
読んでいてもでかくて大迫力ということで食
べてみたいという希望があるということだと
思いました。そして、やっぱり作っていると
きやなにかが起きているときにリズムがいい
歌を歌っているところも印象に残っている人
がいるということが納得できました。なぜな
ら、ぼくも印象にのこっているからです。ま
た、絵が可愛いということもたしかにと思い
ました。それは、色をぐりとぐらでわけてい
るということからだと思いました。

山本航大 1/1



「絵本は物語だけでなく、昔の記憶や思い
出も未来にしっかり紡いでいるのだと気付
かされました。」「どんなに悪いことをし
ても許してくれる母のやさしさを子どもた
ちに感じてほしい。」と書いてあったの
で、子供が「これ買って!!」というのではな
くて、大人が懐かしいと感じて、買ってくれ
るというのもねらいかなぁと思いました。
子供の頃に読んでもらったという記憶が今
でも残っているということは愛されている
本なんだなぁと思いました。

吉竹千乃 1/1



どの本も保護者のみなさんが子供の頃からあって全
員入炉な本の関わるエピソードがありました印象に
残ったのは出産したお祝いで絵本を買ったというエ
ピソードがあってこういうときにも、絵本というの
は役に立つんだなと思いました。おしいれのぼうけ
んの感想も印象に残りました。「子供の頃押し入れ
で落書きをしてそこにはいれば世界に入れるんじゃ
ないのかという思い出実家に落書きが残っている」
というエピソードが残っているというのが印象に残
りました。おしいれのぼうけんで思ったのは書いた
人が読んでくれる子供に伝えたかった思いがあるん
じゃないかなと思いました。なぜなら、最後ねずみ
ばあさんに、勝つ協力と勇気が伝わりました。

米田和将 1/1


